
 

令和 7年度 第 3回柿崎区地域協議会 次第 

日 時：令和 7年 6月 17日（火） 午後 6時 30分 
場 所：柿崎コミュニティプラザ 305～307会議室 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 会議録署名委員の指名 

４ 自主的な審議 

⑴ 柿崎区地域協議会 各委員会の取組状況について ・・・・・資料 1 資料 2 

 

５ 報告事項 

⑴ 農業経営基盤強化の促進に関する計画「地域計画」について ・・・・・資料 3 

６ その他 

⑴ 会議の開催日程について 

① 第 9回ネットワーク柿崎 

日 時：令和 7年 6月 17日（水）地域協議会終了後 

場 所：柿崎コミュニティプラザ 305～307会議室 

② 第 4回柿崎区地域協議会 

日 時：令和 7年 7月 15日（火）午後 6時 30分 

場 所：柿崎コミュニティプラザ 305～307会議室 

７ 閉 会 
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第 6回スポ×まちプロジェクト 会議記録 

日 時 
令和 7年 5 月 28日（水） 

18:30～19:40 
出席者 

佐藤（昌）委員長、小関委員 

坂木委員、滝澤委員、山川委員 
場 所 かきざきドーム 

記録者 佐藤（昌）委員長 欠席者 なし 

標 題 柿崎区内のスポーツ団体との意見交換会 

 

かきざきスポーツクラブに所属している柿崎ミニバスケットボールクラブ、柿崎テ

ニスクラブ、頸北ベースボールクラブの 3 団体と意見交換会を実施した。 

スポーツ団体の運営・イベント開催に関する課題について「イベント開催に関する

課題」「上越市の補助事業等の活用状況について」「柿崎区のスポーツ施設の活用方法

について」の 3項目に分けて、お聞きした。 

 

主な意見 

 １ イベント開催に関する課題について 

  ・大規模イベントの開催経験は、ない。 

  ・かきざきドームはアクセスが良く、利便性が高い。 

  ・テニス協会が事務局体制をバックアップしてくれる。 

  ・事務局は、保護者だけでやっている。 

  ・大会運営は、コーチと保護者がボランティアで行っている。 

  ・第一線を退くと参加をお願いしにくい。 

  ・地元の方々の協力がほしい。 

  ・広報の手段が限られている。 

 

 ２ 上越市の補助事業等の活用状況について 

・大会参加費を徴収して、地元負担分を賄えている（地域独自の予算事業）。 

  ・市の助成金制度が難しくて、自分たちの団体に対応しているか直感的に把握 

   できない。 

 

 ３ 柿崎区のスポーツ施設の活用方法について 

  ・特に意見なし。 

 

４ その他意見 

・少子化の影響で、新規加入の子どもが少ない。 

・指導者（監督、コーチ）の後継者がいない。 

・備品など、老朽化で更新費用がかかる。 など 

裏面あり  

資料１ 
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 ※ 意見交換会の反省点 

   今後の意見交換会は、ワークショップ形式ではなく、通常の意見交換会とし 

  て行い、委員の振り返りのときにワークショップ形式をとることとしたい。 

 

 

 

 

以 上 
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第 8回ネットワーク柿崎 会議記録 

日 時 
令和 7 年 6 月 4 日（水） 

18:30～20:10 
出席者 

佐藤（達）委員長、石田委員 

金子委員、蓑輪委員 
場 所 

柿崎コミュニティプラザ 

市民活動室 

記録者 金子委員 欠席者 𠮷井会長 

標 題 今後の取組計画について 

 

1．はじめに、 

 地域をつなぐネットワークの構築は、そのネットワークをどこが運営していくか？

どこに委託するか？どう継続していくか？の仕組みづくりが課題。 

また、今後、運営先候補の調査や運営のお願いをする際に、柿崎区の情報が得られ

るポータルサイトのイメージ案が必要と考え、素案を協議した。 

  

２．今後の取り組みと進め方について 

案 1.「地域をつなぐネットワーク」の考えのもと、非常に良くできているホー

ムページを持っている柿崎まちづくり振興会のサイトと連携した、「ハブ

機能を持つサイト」を構築して運営できないかを提案する。 

   → ネットワーク柿崎から、柿崎まちづくり振興会や運営候補として適してい

ると考えられる団体等に運営のご協力、ご賛同いただけるかを確認する。 

 

  案 2．ＳＮＳを活用し、色々なリンクに行ける（中継する役割ができる）「柿崎ポ

ータルサイト」を、個別に運営する方法を模索する。 

   → 案 1 が難しい場合は有志を募り、「柿崎ポータルサイト」をできる範囲で

制作し、試験的に運用してみる。 

  

３．第 9 回会議の開催日程 

  ・日時 令和 7 年 6 月 17 日（火）地域協議会終了後 

  ・会場 柿崎コミュニティプラザ 3 階 305 会議室 

  ・内容 上記 2 案の取組計画、役割の協議 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

資料２ 

 



農業経営基盤強化の促進に関する計画
「 地域計画 」について

令和７年6月

柿崎区総合事務所 産業グループ

資料３



１ 地域計画策定の経緯

１

「地域計画」は、⼈⼝減少や高齢化が進むにつれ、農業従事者が減少し、地域の農地を維持していくことが年々難しくなっている状況を踏まえ、

人と農地の問題を地域で解決していくための将来予想図として、令和５年４月に施行された改正農業経営基盤強化促進法により、令和５～６年度

の２か年をかけて、全国の市町村で策定に取り組んできました。

当市においては、令和５年１１月から令和６年１２月まで、市内２５地区で農業者等による協議の場（地域懇談会）を開催し、地域の課題と今

後の営農体制の方向性の共有、１０年後の農地の将来像（目標地図）の話し合いを行ってきました。

当市における地域計画の概要

⑴ 計画策定区域

地域自治区を単位に２５計画

（ほぼ全域が市街化区域である高田区･直江津区･八千浦区は、隣接する他区に含める）

⑵ 地域懇談会の参加者

地域の中心的な農業者（認定農業者等）、農家組合長、ＪＡえちご上越、土地改良区、新潟県、農業委員会、市

⑶ 結果の公表等

・協議の実施状況 ・・・ 市ホームページで公表

・地域計画の公表 ・・・ 令和７年４月１日に全計画を公告（市ホームページでも公表）



２ 各区での地域懇談会の開催

（主な意見･課題）

・担い手不足や法⼈の後継者不足、農地の集約の必要性、農業用施設の老朽化。

・多面的機能を有する水田等について、その機能を発揮できるように、農業者以外の草刈りや用水普請などへの参加。

・担い手だけでは農地の維持はできない。草刈りや用水普請などは、やはり集落の方からやってもらわないと、担い手の手が回らない。

・個⼈で農業を続けていくのはもう限界がある。機械類も高騰しており、個⼈で買うのは無理。法⼈化などの取組はすぐに必要。

・集落の方から、高齢化により、草刈りや用水普請がもうできないので、担い手にやってもらいたいという話が出ている。

・現在、認定農業者などの担い手になっている者でも、高齢化しており、10年後にはリタイアしていることが濃厚。10年後を想像すること自

体が難しい。

・昭和の時代にほ場整備をしたところは、農業施設が機能しなくなってきており、再整備が必要。

・20年ほど前から法⼈化が進んできたが、法⼈化した経営体も、後継者がいない。

２

～令和5年度末（令和6年3月末） ～令和6年度上期（令和6年8月末） ～令和6年度下期（令和6年12月末）

高士区 谷浜・桑取区

柿崎区 吉川区 名立区

金谷区 春日区 三郷区

和田区 大島区 牧区 大潟区

新道区 諏訪区 津有区 有田区 保倉区 北諏訪区 安塚区

浦川原区 頸城区 中郷区 板倉区 清里区 三和区



３ 今後の地域計画の管理について

３

地域計画は、一度作って終わりで

はなく、今後も見直しを行い、内容

をブラッシュアップしていくことが

求められています。

当市では、年に１回、各地区の中

心的な担い手を集め、協議の場（地

域懇談会）を開催し、「地域計画の

記載内容に変更が必要な点がない

か」「農地の集約化が図られるほ場

がないか」などの視点から協議を行

い、地域計画と目標地図のブラッ

シュアップ（効率的な農地利用の推

進）を図っていく方針です（必要に

応じて、地域計画の変更公告を行い

ます）。

地域計画の変更が必要なケース

農地の集約化



１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

目標年度 令和16年度

市町村名
(市町村コード)

上越市

(15222)

地域名
（地域内農業集落名）

柿崎区

（上下浜、三ツ屋浜、直海浜、坂田新田、馬正面、出羽区、西部、中部、東部、山谷、法音寺、金谷、東谷内、
雁海、栃窪、下中山、上小野、下小野、柳ケ崎、高寺、荻谷、川田、阿弥陀瀬、川井、行法、角取、落合、百
木、桜町新田、上金原、下金原、下条、上直海、江島新田、高畑、岩手、下灰庭新田、芋島、松留、上中山、猿
毛、城腰、水野、下牧、平沢、岩野、米山寺、東横山、旭平、南黒岩、北黒岩、峠、竹鼻、岩平、小萱）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月31日

更新年月日
（　　　　　）

119

-

-

-

（備考）

注１：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記載してください。
　 ２：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
 　３：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
　 ４：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
　  備考欄にその旨記載してください。
 　５：（参考）の区域内における○才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
 　６：「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 1230

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 1230

②　田の面積 1106

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 100

現状の集積率 77.6 ％ 将来の目標とする集積率 90.0

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　当地域は、上越市の北側に位置し、米山の中腹から日本海にかけて57集落が点在する平地と中山間地が混在する地域であり、令和6年12月
31日現在の人口は8,328人、世帯数は3,359世帯、高齢化率42.6％となっている。
　人口減少と高齢化の進行により、農業従事者の減少や労働力不足が顕著となっており、農地の適正利用が年々困難になってきている。
　また、地域農業を維持していくためには、地域において定期的に農地の利用状況を把握し、地区内の担い手はもとより、地区外の農業者や農
業法人と連携を図りながら、農地を将来へ受け継いでいく仕組みづくりが必要になっている。

　当地域の農業を維持していくため、主要作物である水稲を安定的に生産するほか、農業所得の向上を図るための露地野菜、施設野菜、大豆
及びそば等の複合営農を推進するとともに、農作業の効率化や生産コストの縮減を図るため、ICTを活用したスマート農業の導入に取り組んで
いく。
　また、農業従事者の減少に対応していくため、地区内外の担い手への農地の集積・集約化を円滑に進めるとともに、農地を将来へ受け継いで
いく仕組みづくりや条件整備などの取組により、地区内外の多様な人材の確保・育成を進めながら、地域農業を維持していく。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針
　地区内外の担い手（認定農業者や認定新規就農者など）への農地の集積・集約化を基本としつつ、農地中間管理機構を活用した農地利用を
進める。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

担い手同士の農地交換等を通じて、農地の効率的な利用を促進する。



以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha

５　農業支援サービス事業者一覧（任意記載事項）

６　目標地図（別添のとおり）

７　基盤法第22条の３（地域計画に係る提案の特例）を活用する場合には、以下を記載してください。

　農業経営の縮小や離農、農作業の効率化による農地の交換などの際は、農地中間管理機構を活用し、農地の最適化を進める。

（３）基盤整備事業への取組
　担い手のニーズを踏まえ、基盤整備を検討する際は、農地中間管理機構関連農地整備事業を活用し、農用地の大区画化や汎用化等を進め
る。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組
　農業関係機関・団体と連携し、農地の確保や営農指導、各種補助制度を活用しながら、地区内外から多様な農業者（経営体）を受け入れる。

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の取組

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

（１）農用地の集積、集団化の取組
　地区内外の担い手（認定農業者や新規就農者など）の計画的な規模拡大につながるよう、地域と連携して農地の集積・集約化を進める。
　中山間地域においては、守るべき農地を明確にすることも必要である。

（２）農地中間管理機構の活用方法

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等

【選択した上記の取組内容】

　農作業の効率化や労働力不足の解消を図るため、地区外の農業法人等に農作業の一部を委託し、遊休農地の発生防止を図る。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ⑤果樹等

⑩その他

③スマート農業

⑧農業用施設

④畑地化・輸出等

⑨耕畜連携等

①イノシシなどの獣害による農作物被害が拡大しないように、防護柵の設置をするとともに、目撃情報や被害情報があった場合には、関係団体
も含めて速やかに対応できる体制を構築する。併せて地域内外から捕獲人材の確保・育成を進める。
②水稲等の栽培においては、減農薬・減肥料に努めるほか、環境保全型農業に取り組む生産者は、畜産農家と協力 しながら堆肥の安定的な
確保と圃場への散布による土づくりに努める活動を進める。

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

作業受託
面積

目標地図
上の表示

備考

別紙のとおり

計
注１：「属性」欄には、認定農業は「認農」、認定新規就農者は「認就」、法人化を行うことが確実であると市町村が判断する
　　集落営農は「集」、基本構想水準到達者は「到達」、農業協同組合は「農協」、農業支援サービス事業者（農協を除く）は
　　「サ」、上記に該当しない農用地等を継続的に利用する者は「利用者」の属性を記載してください。
　２：「経営面積」「作業受託面積」欄には、地域計画の対象地域内における農業を担う者の経営面積、作業受託面積
　　を記載してください。
　３：農業を担う者に位置付ける場合は、できる限りその者から同意を得ていること。
　４：作業受託面積には、基幹３作業の実面積を記載してください。なお特定農作業受託面積は、作業受託面積に含めず、
　　経営面積に含めてください。
　５：備考欄には、農業を担う者として位置付けられた者に不測の事態に備えて、代わりに利用する者を記載するよう努め
　　てください。

番号
事業体名

（氏名・名称）
作業内容 対象品目

注１：「農用地所有者等」欄には、区域内の農用地等の所有者、賃借人等の使用収益権者の数を記載してください。
注２：「うち計画同意者数」欄には、同意者数を記載してください。
注３：提案する地区の対象となる範囲を目標地図に明記してください。

農用地所有者等数（人） うち計画同意者数（人・％）
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1 ha ha ha ha Ａ

2 ha ha ha ha Ｂ 連名
3 ha ha ha ha Ｂ 連名
4 ha ha ha ha Ｃ
5 ha ha ha ha Ｄ
6 ha ha ha ha Ｅ
7 ha ha ha ha Ｆ
8 ha ha ha ha Ｇ
9 ha ha ha ha Ｈ
10 ha ha ha ha Ｉ

11 ha ha ha ha Ｊ 連名

12 ha ha ha ha Ｊ 連名

13 ha ha ha ha Ｋ
14 ha ha ha ha Ｌ
15 ha ha ha ha Ｍ
16 ha ha ha ha Ｎ
17 ha ha ha ha Ｏ
18 ha ha ha ha Ｐ
19 ha ha ha ha Ｑ
20 ha ha ha ha Ｒ
21 ha ha ha ha Ｓ
22 ha ha ha ha Ｔ
23 ha ha ha ha Ｕ
24 ha ha ha ha Ｖ
25 ha ha ha ha Ｗ
26 ha ha ha ha Ｘ
27 ha ha ha ha Ｙ
28 ha ha ha ha Ｚ

29 ha ha ha ha ＡＡ

30 ha ha ha ha ＡＢ
31 ha ha ha ha ＡＣ
32 ha ha ha ha ＡＤ
33 ha ha ha ha ＡＥ
34 ha ha ha ha ＡＦ
35 ha ha ha ha ＡＧ
36 ha ha ha ha ＡＨ
37 ha ha ha ha ＡＩ
38 ha ha ha ha ＡＪ
39 ha ha ha ha ＡＫ 連名
40 ha ha ha ha ＡＫ 連名
41 ha ha ha ha ＡＬ
42 ha ha ha ha ＡＭ
43 ha ha ha ha ＡＮ
44 ha ha ha ha ＡＯ

45 ha ha ha ha ＡＰ

46 ha ha ha ha ＡＱ
47 ha ha ha ha ＡＲ
48 ha ha ha ha ＡＳ
49 ha ha ha ha ＡＴ
50 ha ha ha ha ＡＵ
51 ha ha ha ha ＡＶ
52 ha ha ha ha ＡＷ
53 ha ha ha ha ＡＸ
54 ha ha ha ha ＡＹ
55 ha ha ha ha ＡＺ
56 ha ha ha ha ＢＡ
57 ha ha ha ha ＢＢ
58 ha ha ha ha ＢＣ
59 ha ha ha ha ＢＤ
60 ha ha ha ha ＢＥ
61 ha ha ha ha ＢＦ

25.3 0.9

認農 水稲・枝豆 21.9 0.3 水稲・枝豆 21.8 0.3

経営面積
作業受託面

積
目標地図上
の表示

備考

認農
水稲・大豆・
枝豆

24.7 0.9
水稲・大豆・
枝豆

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託面

積
経営作目等

3.0 0.0
利用者 水稲 4.2 0.0 水稲 4.3 0.0
利用者 水稲 3.0 0.0 水稲

- -
認農 水稲 3.7 0.0 水稲 3.6 0.0
認農 水稲・枝豆 - - 水稲・枝豆

2.0 0.0
利用者 水稲 1.3 0.0 水稲 1.3 0.0
利用者 水稲 2.0 0.0 水稲

1.3 0.0
認農 水稲 11.3 10.9 水稲 11.6 10.9
認農 水稲・施設園芸 2.0 0.0 水稲・施設園芸

16.4 0.0
認農 水稲 25.5 0.0 水稲 25.8 0.0
認農 水稲・大豆 16.2 0.0 水稲・大豆

30.0 0.0

認農
水稲・トルコ
キキョウ・ス
トック

- -
水稲・トルコ
キキョウ・ス
トック

- -

認農
水稲・トルコ
キキョウ・ス
トック

30.3 0.0
水稲・トルコ
キキョウ・ス
トック

16.0 0.0
利用者 水稲 2.7 0.0 水稲 2.7 0.0
認農 水稲 16.7 0.0 水稲

1.9 0.0
利用者 水稲 2.1 0.0 水稲 2.1 0.0
利用者 水稲 1.9 0.0 水稲

7.3 0.0
認農 水稲 3.3 0.0 水稲 1.0 0.0
認農 水稲 7.4 0.0 水稲

41.1 0.6
認農 水稲 3.7 0.0 水稲 3.4 0.0
認農 水稲・大豆 37.2 0.6 水稲・大豆

0.0 0.0
認農 水稲 6.0 0.9 水稲 6.1 0.9
利用者 水稲 2.9 0.0 水稲

18.5 0.1
利用者 水稲 1.0 0.0 水稲 0.8 0.0
認農 水稲 19.4 0.1 水稲

2.5 0.2

認農 水稲 5.5 0.0 水稲 5.5 0.0

認農
水稲・飼料作
物・酪農

3.7 0.2
水稲・飼料作
物・酪農

4.1 0.0
利用者 水稲 1.4 0.0 水稲 1.4 0.0
認農 水稲 4.6 0.0 水稲

4.6 0.0
利用者 水稲・大豆等 0.0 0.0 水稲・大豆等 1.4 0.0
認農 水稲 0.2 0.0 水稲

3.0 0.0
認農 水稲 6.9 0.0 水稲 8.2 0.0
認農 水稲 11.3 0.0 水稲

2.0 0.0
利用者 水稲・大豆等 0.1 0.0 水稲 1.6 0.0
認農 水稲・大豆等 0.2 0.0 水稲・大豆等

2.8 0.0
認農 水稲・大豆等 3.5 0.0 水稲・大豆等 3.1 0.0
利用者 水稲・大豆等 0.2 0.0 水稲・大豆等

9.8 0.0
認農 水稲・大豆 10.9 1.1 水稲・大豆 12.1 1.1
認農 水稲 9.8 0.0 水稲

13.3 0.0
認農 水稲 - - 水稲 - -
認農 水稲 6.5 0.0 水稲

24.7 0.0

認農 水稲・大豆 9.0 0.0 水稲・大豆 8.9 0.0

認農
水稲・大豆・
花き

25.0 0.0
水稲・大豆・
花き

13.4 0.0
認農 水稲 12.5 0.9 水稲 12.3 0.9
認農 水稲・大豆 14.0 0.0 水稲・大豆

1.7 0.0
利用者 蓮根・野菜 0.3 0.0 蓮根・野菜 0.3 0.0
利用者 水稲・大豆 1.8 0.0 水稲・大豆

6.4 0.0
認農 水稲・大豆 9.0 0.0 水稲・大豆 8.9 0.0
認農 水稲・大豆 12.2 0.0 水稲・大豆

19.8 0.0
認農 水稲 9.6 0.0 水稲 9.5 0.0
認農 水稲・大豆等 19.7 0.0 水稲・大豆等

9.7 0.0
認農 水稲・大豆等 7.4 0.0 水稲・大豆等 5.8 0.0
利用者 水稲・施設野菜 11.8 0.0 水稲

2.0 0.0
利用者 ー 0.0 0.0 水稲 0.0 0.0
利用者 水稲 2.2 0.0 水稲

4.9 0.0
利用者 水稲 1.9 0.0 水稲 1.9 0.0
利用者 水稲 5.0 0.0 水稲

2.0 0.0利用者 水稲 2.0 0.0 水稲

20.4 0.0
認農 水稲 0.3 0.0 水稲 0.2 0.0
認農 水稲・飼料作物 20.5 0.0 水稲・飼料作物
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経営面積
作業受託面

積
目標地図上
の表示

備考

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託面

積
経営作目等

62 ha ha ha ha ＢＧ
63 ha ha ha ha ＢＨ
64 ha ha ha ha ＢＩ

65 ha ha ha ha ＢＪ

66 ha ha ha ha ＢＫ
67 ha ha ha ha ＢＬ
68 ha ha ha ha ＢＭ
69 ha ha ha ha ＢＮ
70 ha ha ha ha ＢＯ
71 ha ha ha ha ＢＰ
72 ha ha ha ha ＢＱ
73 ha ha ha ha ＢＲ
74 ha ha ha ha ＢＳ
75 ha ha ha ha ＢＴ

76 ha ha ha ha ＢＵ

77 ha ha ha ha ＢＶ
78 ha ha ha ha ＢＷ
79 ha ha ha ha ＢＸ
80 ha ha ha ha ＢＹ
81 ha ha ha ha ＢＺ
82 ha ha ha ha ＣＡ
83 ha ha ha ha ＣＢ
84 ha ha ha ha ＣＣ
85 ha ha ha ha ＣＤ
86 ha ha ha ha ＣＥ
87 ha ha ha ha ＣＦ
88 ha ha ha ha ＣＧ
89 ha ha ha ha ＣＨ
90 ha ha ha ha ＣＩ
91 ha ha ha ha ＣＪ
92 ha ha ha ha ＣＫ
93 ha ha ha ha ＣＬ
94 ha ha ha ha ＣＭ
95 ha ha ha ha ＣＮ
96 ha ha ha ha ＣＯ
97 ha ha ha ha ＣＰ
98 ha ha ha ha ＣＱ
99 ha ha ha ha ＣＲ

100 ha ha ha ha ＣＳ

101 ha ha ha ha ＣＴ
102 ha ha ha ha ＣＵ
103 ha ha ha ha ＣＶ
104 ha ha ha ha ＣＷ
105 ha ha ha ha ＣＸ
106 ha ha ha ha ＣＹ
107 ha ha ha ha ＣＺ
108 ha ha ha ha ＤＡ
109 ha ha ha ha ＤＢ
110 ha ha ha ha ＤＣ
111 ha ha ha ha ＤＤ
112 ha ha ha ha ＤＥ
113 ha ha ha ha ＤＦ
114 ha ha ha ha ＤＧ
115 ha ha ha ha ＤＨ 連名
116 ha ha ha ha ＤＨ 連名
117 ha ha ha ha ＤＩ
118 ha ha ha ha ＤＪ
119 ha ha ha ha ＤＫ
120 ha ha ha ha ＤＬ
121 ha ha ha ha ＤＭ
122 ha ha ha ha ＤＮ
123 ha ha ha ha ＤＯ
124 ha ha ha ha ＤＰ

125 ha ha ha ha ＤＱ 連名

認農 水稲 7.4 0.0 水稲 7.3 0.0

7.6 0.0

認農 水稲・大豆等 5.7 0.0 水稲 5.2 0.0

認農
水稲・大豆・
露地野菜

8.8 0.0
水稲・大豆・
露地野菜

0.6 0.0
認農 水稲・大豆 27.8 0.0 水稲・大豆 27.8 0.0
利用者 水稲 0.9 0.0 水稲

17.8 0.0
認農 水稲・大豆等 7.0 0.0 水稲・大豆等 9.1 0.0
認農 水稲・大豆等 18.6 0.0 水稲・大豆等

5.6 0.0
認農 水稲・大豆等 3.0 0.0 水稲・大豆等 2.9 0.0
認農 水稲・大豆等 5.8 0.0 水稲・大豆等

2.2 0.0
認農 水稲・大豆等 2.8 0.0 水稲・大豆等 2.4 0.0
認農 水稲・大豆等 2.3 0.0 水稲・大豆等

6.1 0.0
認農 水稲・大豆等 4.2 0.0 水稲・大豆等 4.1 0.0
認農 水稲・大豆等 6.2 0.0 水稲・大豆等

2.6 0.0
利用者 水稲 3.1 0.0 水稲 2.9 0.0
利用者 水稲 2.5 0.0 水稲

2.1 0.0

認農 水稲・大豆等 66.0 0.0
水稲・大豆・
トマト等

64.8 0.0

認農 水稲・大豆等 2.2 0.0 水稲・大豆等

1.7 0.0
利用者 水稲・大豆等 4.4 0.0 水稲・大豆等 3.0 0.0
認農 水稲・そば等 1.7 0.0 水稲・そば等

14.7 0.0
利用者 水稲・そば等 1.9 0.0 水稲・そば等 1.7 0.0
認農 水稲・そば等 13.9 0.0 水稲・大豆等

1.5 0.0
認農 水稲・大豆 16.2 0.0 水稲・大豆 16.7 0.0
認農 水稲 1.6 0.0 水稲

1.3 0.0
利用者 水稲 1.5 0.0 水稲 1.6 0.0
利用者 水稲 0.0 0.0 水稲

1.6 0.0
利用者 水稲 1.5 0.0 水稲 1.5 0.0
利用者 水稲 1.6 0.0 水稲

1.8 0.0
認農 水稲・大豆等 2.2 0.0 水稲・大豆等 2.0 0.0
利用者 水稲 1.5 0.0 水稲

1.6 0.0
利用者 水稲 1.1 0.0 水稲 1.1 0.0
利用者 水稲 1.6 0.0 水稲

1.0 0.0
利用者 水稲 1.6 0.0 水稲 1.6 0.0
利用者 水稲 1.0 0.0 水稲

6.9 0.0
利用者 水稲 3.1 0.0 水稲 2.6 0.0
認農 水稲 6.7 0.0 水稲

1.3 0.0
利用者 水稲 0.1 0.0 水稲 0.0 0.0
利用者 水稲 1.3 0.0 水稲

4.3 0.0
利用者 水稲 1.5 0.0 水稲 1.5 0.0
認農 水稲 4.3 0.0 水稲

3.7 0.0

認農
水稲・メロン・ア
スパラ菜

9.7 0.0
水稲・メロン・ア
スパラ菜

7.7 0.0

認農 水稲 2.8 0.0 水稲

6.1 0.0
認農 水稲 12.8 1.9 水稲 13.0 1.9
利用者 水稲 6.3 0.0 水稲

6.0 0.0
認農 水稲 4.1 0.0 水稲 5.2 0.0
認農 水稲 8.0 0.0 水稲

7.9 0.0
認農 水稲・そば 14.1 0.0 水稲・そば 7.4 0.0
認農 水稲・そば 10.5 0.0 水稲・そば

6.7 0.0
認農 水稲 34.0 0.2 水稲 32.5 0.2
認農 水稲・酪農 7.1 0.0 水稲・酪農

5.1 0.0
利用者 水稲・そば 3.1 0.3 水稲・そば 2.7 0.3
認農 水稲・そば 5.1 0.0 水稲・そば

3.4 0.0
認農 水稲・そば 2.1 0.0 水稲・そば 1.3 0.0
認農 水稲・そば 5.7 0.0 水稲・そば

0.6 0.0
認農 水稲 9.4 0.0 水稲 8.0 0.0
利用者 水稲・そば 2.4 0.0 水稲・そば

0.0 0.0
利用者 水稲・そば - - 水稲・そば - -
利用者 水稲・そば 9.4 0.0 水稲・そば

0.0 0.0
認農 水稲 1.3 0.0 水稲 1.2 0.0
利用者 水稲・飼料作物 2.4 0.0 水稲・飼料作物

1.5 0.0
利用者 水稲 2.4 0.0 水稲 2.2 0.0
利用者 水稲 0.9 0.0 水稲

15.9 0.0認農
水稲・枝豆・ブ
ロッコリー

16.5 0.0
水稲・枝豆・ブ
ロッコリー

0.0 0.0
認農 水稲 1.5 0.0 水稲 2.0 0.0
利用者 水稲 2.3 0.0 水稲
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経営面積
作業受託面

積
目標地図上
の表示

備考

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託面

積
経営作目等

126 ha ha ha ha ＤＱ 連名

127 ha ha ha ha ＤＲ
128 ha ha ha ha ＤＳ
129 ha ha ha ha ＤＴ
130 ha ha ha ha ＤＵ
131 ha ha ha ha ＤＶ
132 ha ha ha ha ＤＷ
133 ha ha ha ha ＤＸ
134 ha ha ha ha ＤＹ
135 ha ha ha ha ＤＺ
136 ha ha ha ha ＥＡ
137 ha ha ha ha ＥＢ
138 ha ha ha ha ＥＣ
139 ha ha ha ha ＥＤ
140 ha ha ha ha ＥＥ
141 ha ha ha ha ＥＦ
142 ha ha ha ha ＥＧ
143 ha ha ha ha ＥＨ
144 ha ha ha ha ＥＩ
145 ha ha ha ha ＥＪ
146 ha ha ha ha ＥＫ
147 ha ha ha ha ＥＬ
148 ha ha ha ha ＥＬ
149 ha ha ha ha ＥＭ
150 ha ha ha ha ＥＮ
151 ha ha ha ha ＥＯ 連名
152 ha ha ha ha ＥＯ 連名
153 ha ha ha ha ＥＰ
154 ha ha ha ha ＥＱ
155 ha ha ha ha ＥＲ
156 ha ha ha ha ＥＳ
計 ha ha ha ha

認農
水稲・枝豆・ブ
ロッコリー

- -
水稲・枝豆・ブ
ロッコリー

- -

8.8 0.1
利用者 水稲 3.2 0.0 水稲 2.8 0.0
利用者 水稲 7.6 0.1 水稲

3.0 0.0
認農 水稲 1.1 0.0 水稲 1.3 0.0
認農 水稲 2.2 0.0 水稲

0.9 0.0
利用者 水稲 0.0 0.0 水稲 0.0 0.0
利用者 水稲 1.5 0.0 水稲

2.8 0.0
利用者 水稲 1.4 0.0 水稲 0.7 0.0
利用者 水稲 2.8 0.0 水稲

0.5 0.0
利用者 水稲 1.7 0.0 水稲 1.5 0.0
利用者 水稲 0.0 0.0 水稲

0.8 0.0
利用者 水稲 1.1 0.0 水稲 0.4 0.0
利用者 水稲 1.4 0.0 水稲

0.0 0.0
利用者 水稲 0.2 0.0 水稲 0.0 0.0
利用者 水稲 0.9 0.0 水稲

0.2 0.0
利用者 水稲 1.2 0.0 水稲 0.0 0.0
利用者 水稲 1.5 0.0 水稲

1.1 0.0
利用者 水稲・野菜 0.1 0.0 水稲・野菜 0.1 0.0
利用者 水稲 1.4 0.0 水稲

0.3 0.0
利用者 水稲 0.8 0.0 水稲 0.3 0.0
利用者 水稲 0.6 0.0 水稲

0.0 0.0
認農 養鶏 0.0 0.0 養鶏 0.0 0.0
利用者 野菜 0.6 0.0 野菜

0.0 0.0
認農 野菜 0.5 0.0 野菜 0.0 0.0
認農 野菜 2.8 0.0 野菜

0.9 0.0
利用者 水稲 0.9 0.0 水稲 0.8 0.0
利用者 水稲 1.0 0.0 水稲

0.0 0.0
認農 野菜 - - 野菜 - -
認農 野菜 0.0 0.0 野菜

0.2 0.0
利用者 水稲 2.2 0.0 水稲 2.1 0.0
利用者 野菜 0.2 0.0 野菜

936.5 18.4 888.2 18.4




